
1　指定管理者

(1)　指定管理者

(2)　指定期間 平成21年4月1日　～　平成26年3月31日

(3)　業務の範囲

2　管理運営（事業執行）に対する評価

(1)　管理業務の実施状況

運営委員会等と連携し、利用者へ公平かつ
中立な対応とサービスに努めた。また、地
区社会福祉協議会や町内会との連携を通
じて、高齢者の生活上の問題やニーズの把
握に努め、いこいの家の運営に反映させる
とともに、場の提供を通じて、地域住民の自
主的な活動や地域団体を支援した。

概ね適正に運営したと判断でき
る。今後は、地域に根ざした施設
として、関係諸機関と協議を重
ね、団塊世代が主体的に参加し
やすいような施設運営に努めてい
ただきたい。

基本方針である、健康生きがいづくり・小地
域活動の実践・地域活動の拠点を掲げて、
地域住民と協働・連携を図り管理運営し
た。
また、高齢者の健康増進の推進や、生きが
いづくりを中心に、利用者対応や教養講座
を展開してきた。
さらに、地域住民主体の小地域福祉活動で
ある、サロン活動としての「おしゃべり会」
等、地域住民が顔見知りになれる関係を構
築するような事業を推進し、地域の方々と
協働・連携を図り、地域へ開かれた施設と
なるように努めた。

平成21年度王禅寺老人いこいの家の管理運営に対する評価について

評価項目 平成21年度管理運営の状況 評価及び指導

概ね適正に管理運営していると判
断できる。
特に、住民と一体となって小地域
福祉活動を推進し、交流の輪の
拡がりに寄与したことは評価でき
る。
今後も、運営協議会等と密に連携
し、魅力ある施設運営に努めてい
ただきたい。

修繕等が必要な事態が生じた場合、内容
によって指定管理者、川崎市社会福祉協議
会、行政と調整を図り、適宜対応した。
入浴事業については、事前の血圧測定を
呼びかけるとともに、定期的に声をかけ、健
康状態の確認を徹底した。

修繕箇所の補修や入浴時の対応
については、概ね適正に管理して
いると判断できるが、避難訓練は
実施していないため、次年度は、
合築施設であるこども文化セン
ターと連携し実施していただきた
い。

③運営に関する業務

①管理運営の基本的事
項

②安全管理への取り組
み

社会福祉法人　川崎市麻生区社会福祉協議会　（麻生区万福寺1丁目2番2号）

1　老人いこいの家の運営等に関する業務
ア　教養の向上及びレクリエーション活動に関する事業の実施
イ　虚弱な高齢者を対象とした介護予防に資する取組みについて
ウ　団塊世代の利用の促進に資する取組みについて
エ　利用者の自主活動に対する活動の場の提供
オ　入浴事業
カ　川崎市及び川崎市から事業を委託された団体が実施する事業への場の提供
キ　運営委員会の設置・運営に関すること
2　利用の許可に関する業務
3　老人いこいの家の利用等の報告に関する業務
4　施設等の維持管理に関する業務



(2)　利用状況

団体利用者数 人
個人利用者数 人
利用者数 人
入浴者数 人

教養講座実施回数 回
教養講座参加人数 人
行事実施回数 回

(3)　収支状況
①　収支状況

委託料 円
指定管理委託料 円

支出金額 円
人件費 円
事務費 円
事業費 円
消費税 円

収支差額 円

(4)　その他
①　利用者からの意見・
要望等への対応

② 個人情報の保護

3　管理運営（事業執行）に対する全体的な評価

4　21度の管理運営（事業執行）に対する指導事項等

180,113
136,120
131,032

2,858,522
2,727,490
2,186,570
224,687

委託料の範囲内において、適切
に執行したことは評価できる。
今後も、管理経費の縮減に対す
る取組みに努めていただきたい。

0

2,858,522

評価項目 平成21年度管理運営の状況 評価及び指導

平成21年度においては、指定管理・運営業務第2期目の初年度となり、概ね事業計画に基づき、安定的に
管理運営している。また、当施設が、高齢者が利用する施設という側面だけではなく、広く市民に利用できる
「地域に根ざした施設」を意識して運営したことは評価できる。

・団塊世代の利用を促進するため、運営委員会等と連携し、ニーズを把握の上、運営に反映していただきた
い。
・利用者と運営委員会等が協議を重ね、魅力ある講座等を運営するよう支援していただきたい。
・こども文化センターと連絡調整を図り、計画的に避難訓練を実施していただきたい。

利用者からの当施設に対する要望につい
ては、意見箱を設置し運営に反映した。

利用者からの意見を把握する体
制は整っており、今後は、運営委
員会とより連携を図り、ニーズの
把握に努めていただきたい。

関連法令に基づき運営を行い個人情報の
保護に努めた。利用者の緊急連絡先記録
簿や、講座・事業等で作成する名簿等の管
理・保存についても、施錠した事務机に保
管し、不必要となったものは、シュレッダー
で廃棄した。

緊急時の対応に備えて、利用者
の個人情報を保有しているが、当
方針に基づき、適正に処理してい
る。今後も個人情報保護の徹底
に努めていただきたい。

教養講座及び行事について計画
に達しておらず、実施回数等も前
年度より減少しているため、内容
の充実や周知活動等を徹底して
いただきたい。

①利用状況

②講座・行事の実施状
況 66

1,012

4,354

7,702
3,348

114

前年度と比較し、利用者数は558
人減少している。今後は積極的な
周知や講座内容の充実、さらには
団塊世代の利用促進に努めてい
ただきたい。


